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(57)【要約】
【課題】波長帯域が互いに異なる少なくとも３種類の光
を、それらの光の種類よりも少ない種類の受光素子で検
知することができ、かつそれらの受光素子にて上記３種
類のうちの少なくとも２種類の光を同時に受光すること
ができる光学センサ及び紙葉類識別装置を提供する。
【解決手段】対象物に照射光を照射する光源と、前記対
象物から到来し、かつ波長帯域が互いに異なる第１の入
射光、第２の入射光及び第３の入射光を受光する受光部
と、前記光源を制御する光源制御部と、を備え、前記受
光部は、前記第１の入射光及び前記第２の入射光を受光
しつつ前記第３の入射光を受光しない第１の受光素子、
並びに前記第３の入射光を受光しつつ前記第１の入射光
及び前記第２の入射光を受光しない第２の受光素子を有
することを特徴とする光学センサである。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
対象物に照射光を照射する光源と、
前記対象物から到来し、かつ波長帯域が互いに異なる第１の入射光、第２の入射光及び第
３の入射光を受光する受光部と、
前記光源を制御する光源制御部と、を備え、
前記受光部は、前記第１の入射光及び前記第２の入射光を受光しつつ前記第３の入射光を
受光しない第１の受光素子、並びに前記第３の入射光を受光しつつ前記第１の入射光及び
前記第２の入射光を受光しない第２の受光素子を有する
ことを特徴とする光学センサ。
【請求項２】
前記第１の受光素子は、前記第１の入射光及び前記第２の入射光を透過し、かつ前記第３
の入射光の透過を抑えるフィルタを備え、
前記第２の受光素子は、前記第３の入射光を透過し、かつ前記第１の入射光及び前記第２
の入射光の一方の光の透過を抑えるフィルタと、前記第１の入射光及び前記第２の入射光
の他方の光の透過を抑えるフィルタとを備える
ことを特徴とする請求項１に記載の光学センサ。
【請求項３】
前記光源は、波長帯域が互いに異なる少なくとも第１の照射光、第２の照射光及び第３の
照射光を照射し、
前記第１の入射光は、前記第１の照射光が前記対象物に照射されている間に前記第１の照
射光に起因して発生した光であり、
前記第２の入射光は、前記第２の照射光が前記対象物に照射されている間に前記第２の照
射光に起因して発生した光であり、
前記第３の入射光は、前記第３の照射光が前記対象物に照射されている間に前記第３の照
射光に起因して発生した光である
ことを特徴とする請求項１又は２に記載の光学センサ。
【請求項４】
前記第１の入射光は、前記第１の照射光が前記対象物を透過及び／又は反射した光であり
、
前記第２の入射光は、前記第２の照射光が前記対象物を透過及び／又は反射した光であり
、
前記第３の入射光は、前記第３の照射光が前記対象物を透過及び／又は反射した光である
ことを特徴とする請求項３に記載の光学センサ。
【請求項５】
前記光源制御部は、前記第１の照射光の照射のタイミングが、前記第２の照射光の照射の
タイミングと異なるように、前記光源を制御する
ことを特徴とする請求項３又は４に記載の光学センサ。
【請求項６】
前記光源制御部は、前記第３の照射光の照射のタイミングが、前記第１の照射光及び前記
第２の照射光の少なくとも一方の照射のタイミングと一致するように、前記光源を制御す
る
ことを特徴とする請求項３～５のいずれかに記載の光学センサ。
【請求項７】
前記受光部は、更に、前記第１の入射光、前記第２の入射光及び前記第３の入射光と波長
帯域が異なる第４の入射光を受光しつつ、前記第１の入射光、前記第２の入射光及び前記
第３の入射光を受光しない第３の受光素子を有する
ことを特徴とする請求項３～６のいずれかに記載の光学センサ。
【請求項８】
前記光源は、更に、前記第１の照射光、前記第２の照射光及び前記第３の照射光と波長帯
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域が異なる第４の照射光を前記対象物に照射し、
前記第４の入射光は、前記第４の照射光が前記対象物に照射されている間に前記第４の照
射光に起因して発生した光である
ことを特徴とする請求項７に記載の光学センサ。
【請求項９】
前記第４の入射光は、前記第４の照射光が前記対象物を透過及び／又は反射した光である
ことを特徴とする請求項８に記載の光学センサ。
【請求項１０】
前記光源制御部は、前記第４の照射光の照射のタイミングが、前記第１の照射光及び前記
第２の照射光の少なくとも一方の照射のタイミングと一致するように、前記光源を制御す
る
ことを特徴とする請求項８又は９に記載の光学センサ。
【請求項１１】
前記受光部は、更に、前記第１の入射光、前記第２の入射光及び前記第３の入射光と波長
帯域が異なる第４の入射光を受光しつつ、前記第１の入射光、前記第２の入射光及び前記
第３の入射光を受光しない第３の受光素子を有する
ことを特徴とする請求項１又は２に記載の光学センサ。
【請求項１２】
前記第１の入射光、前記第２の入射光、前記第３の入射光及び前記第４の入射光は、赤外
光、赤色光、緑色光及び青色光の組み合わせである
ことを特徴とする請求項７～１１のいずれかに記載の光学センサ。
【請求項１３】
前記第１の入射光及び前記第２の入射光は、赤外光及び青色光の組み合わせであり、
前記第３の入射光及び前記第４の入射光は、赤色光及び緑色光の組み合わせである
ことを特徴とする請求項１２に記載の光学センサ。
【請求項１４】
前記光源は、赤外光、青色光、赤色光及び緑色光を前記受光部側から前記対象物に照射し
、かつ緑色光を前記受光部と反対側から前記対象物に照射する
ことを特徴とする請求項１３に記載の光学センサ。
【請求項１５】
前記光源は、赤外光を前記受光部と反対側から前記対象物に照射し、
前記光源制御部は、前記受光部と反対側から前記対象物に赤外光を照射するタイミングが
、前記受光部と反対側から前記対象物に緑色光を照射するタイミングと一致するように、
前記光源を制御し、
前記第１の受光素子は、前記第１の入射光又は前記第２の入射光として前記対象物を透過
した赤外光を受光し、
前記第２の受光素子は、前記第３の入射光として前記対象物を透過した緑色光を受光する
ことを特徴とする請求項１４に記載の光学センサ。
【請求項１６】
前記第１の入射光及び前記第２の入射光は、赤外光及び緑色光の組み合わせであり、
前記第３の入射光及び前記第４の入射光は、赤色光及び青色光の組み合わせである
ことを特徴とする請求項１２に記載の光学センサ。
【請求項１７】
前記第１の入射光及び前記第２の入射光は、赤外光及び赤色光の組み合わせであり、
前記第３の入射光及び前記第４の入射光は、緑色光及び青色光の組み合わせである
ことを特徴とする請求項１２に記載の光学センサ。
【請求項１８】
前記赤外光は、７５０ｎｍ以上にピーク波長を有し、
前記赤色光は、６００ｎｍ以上、７５０ｎｍ未満にピーク波長を有し、
前記緑色光は、５００ｎｍ以上、６００ｎｍ未満にピーク波長を有し、
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前記青色光は、４００ｎｍ以上、５００ｎｍ未満にピーク波長を有する
ことを特徴とする請求項１２～１７のいずれかに記載の光学センサ。
【請求項１９】
請求項１～１８のいずれかに記載の光学センサを備える
ことを特徴とする紙葉類識別装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
本発明は、光学センサ及び紙葉類識別装置に関する。より詳しくは、波長帯域が互いに異
なる複数種類の光に係る画像データを取得するのに好適な光学センサ及び紙葉類識別装置
に関する。
【背景技術】
【０００２】
現在、紙幣識別装置を用いて、紙幣の金種の識別や真偽判定、正損判定、記番号認識等が
行われている。例えば、紙幣識別装置に備えられた光学ラインセンサで読み取った紙幣の
画像を解析することにより、紙幣の金種の識別、紙幣の真偽判定、紙幣の正損判定、紙幣
に記載された記番号の文字認識等が行われている。
【０００３】
近年は、紙幣に設けられるセキュリティ要素が増える傾向にあり、当該セキュリティ要素
が増える度に、紙幣識別のために取得するデータの種類は多くなってしまう。例えば、光
学ラインセンサでは、所定の波長帯域ごとに画像データを取得するが、セキュリティ要素
が増えることで、より多くの種類の波長帯域について画像データを取得する必要が生じて
しまう。しかしながら、紙幣識別に必要な画像データを取得する１サイクルの時間は決ま
っているため、限られた時間の中でより多くの種類の画像データを取得する必要がある。
【０００４】
波長帯域が互いに異なる複数の光に関する複数種類の画像を形成する技術として、例えば
、特許文献１には、波長帯域が互いに異なる赤色光、緑色光、青色光及び赤外光を光源か
ら紙幣にタイミングを重ねて照射して、赤色光、緑色光、青色光及び赤外光のそれぞれの
光のみを透過する４種のバンドパスフィルタをそれぞれ備えた４つの受光素子で照射した
光を同時に受光して、赤色光、緑色光、青色光及び赤外光に係る４種の画像データを形成
する技術が開示されている。この技術によれば、波長帯域ごとに光源を順次点灯させて１
つの受光素子で順次受光するよりも、１サイクルあたりに取得できる画像データの種類の
数を増やすことができ、画像の解像度を上げることができる。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００５】
【特許文献１】特開２０１６－５３７８３号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
しかしながら、特許文献１に記載の技術では、１種類の受光素子で１種類の光しか検知す
ることができない。すなわち、検知対象とする光の種類と同数の種類の受光素子を備える
必要があるため、検知対象とする光の種類を増やす場合、受光素子の種類も同じ数だけ増
やす必要がある。その結果、例えば、画像の解像度が低下する、１つの受光素子当たりの
受光面積が減少して受光量が低下する等の課題が発生してしまう。
【０００７】
一方、複数種類の光を互いに異なるタイミングで１つの受光素子に受光させることにより
、受光素子の種類の増加を抑えつつ受光可能な光の種類を増加させることも可能である。
しかしながら、このような態様では複数種類の光を同時に受光することができないため、
１サイクルに要する時間が増加するという課題が発生してしまう。
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【０００８】
本発明は、上記現状に鑑みてなされたものであり、波長帯域が互いに異なる少なくとも３
種類の光を、それらの光の種類よりも少ない種類の受光素子で検知することができ、かつ
それらの受光素子にて上記３種類のうちの少なくとも２種類の光を同時に受光することが
できる光学センサ及び紙葉類識別装置を提供することを目的とするものである。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
上述した課題を解決し、目的を達成するために、本発明は、光学センサであって、対象物
に照射光を照射する光源と、前記対象物から到来し、かつ波長帯域が互いに異なる第１の
入射光、第２の入射光及び第３の入射光を受光する受光部と、前記光源を制御する光源制
御部と、を備え、前記受光部は、前記第１の入射光及び前記第２の入射光を受光しつつ前
記第３の入射光を受光しない第１の受光素子、並びに前記第３の入射光を受光しつつ前記
第１の入射光及び前記第２の入射光を受光しない第２の受光素子を有することを特徴とす
る。
【００１０】
また、本発明は、上記発明において、前記第１の受光素子は、前記第１の入射光及び前記
第２の入射光を透過し、かつ前記第３の入射光の透過を抑えるフィルタを備え、前記第２
の受光素子は、前記第３の入射光を透過し、かつ前記第１の入射光及び前記第２の入射光
の一方の光の透過を抑えるフィルタと、前記第１の入射光及び前記第２の入射光の他方の
光の透過を抑えるフィルタとを備えることを特徴とする。
【００１１】
また、本発明は、上記発明において、前記光源は、波長帯域が互いに異なる少なくとも第
１の照射光、第２の照射光及び第３の照射光を照射し、前記第１の入射光は、前記第１の
照射光が前記対象物に照射されている間に前記第１の照射光に起因して発生した光であり
、前記第２の入射光は、前記第２の照射光が前記対象物に照射されている間に前記第２の
照射光に起因して発生した光であり、前記第３の入射光は、前記第３の照射光が前記対象
物に照射されている間に前記第３の照射光に起因して発生した光であることを特徴とする
。
【００１２】
また、本発明は、上記発明において、前記第１の入射光は、前記第１の照射光が前記対象
物を透過及び／又は反射した光であり、前記第２の入射光は、前記第２の照射光が前記対
象物を透過及び／又は反射した光であり、前記第３の入射光は、前記第３の照射光が前記
対象物を透過及び／又は反射した光であることを特徴とする。
【００１３】
また、本発明は、上記発明において、前記光源制御部は、前記第１の照射光の照射のタイ
ミングが、前記第２の照射光の照射のタイミングと異なるように、前記光源を制御するこ
とを特徴とする。
【００１４】
また、本発明は、上記発明において、前記光源制御部は、前記第３の照射光の照射のタイ
ミングが、前記第１の照射光及び前記第２の照射光の少なくとも一方の照射のタイミング
と一致するように、前記光源を制御することを特徴とする。
【００１５】
また、本発明は、上記発明において、前記受光部は、更に、前記第１の入射光、前記第２
の入射光及び前記第３の入射光と波長帯域が異なる第４の入射光を受光しつつ、前記第１
の入射光、前記第２の入射光及び前記第３の入射光を受光しない第３の受光素子を有する
ことを特徴とする。
【００１６】
また、本発明は、上記発明において、前記光源は、更に、前記第１の照射光、前記第２の
照射光及び前記第３の照射光と波長帯域が異なる第４の照射光を前記対象物に照射し、前
記第４の入射光は、前記第４の照射光が前記対象物に照射されている間に前記第４の照射
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光に起因して発生した光であることを特徴とする。
【００１７】
また、本発明は、上記発明において、前記第４の入射光は、前記第４の照射光が前記対象
物を透過及び／又は反射した光であることを特徴とする。
【００１８】
また、本発明は、上記発明において、前記光源制御部は、前記第４の照射光の照射のタイ
ミングが、前記第１の照射光及び前記第２の照射光の少なくとも一方の照射のタイミング
と一致するように、前記光源を制御することを特徴とする。
【００１９】
また、本発明は、上記発明において、前記受光部は、更に、前記第１の入射光、前記第２
の入射光及び前記第３の入射光と波長帯域が異なる第４の入射光を受光しつつ、前記第１
の入射光、前記第２の入射光及び前記第３の入射光を受光しない第３の受光素子を有する
ことを特徴とする。
【００２０】
また、本発明は、上記発明において、前記第１の入射光、前記第２の入射光、前記第３の
入射光及び前記第４の入射光は、赤外光、赤色光、緑色光及び青色光の組み合わせである
ことを特徴とする。
【００２１】
また、本発明は、上記発明において、前記第１の入射光及び前記第２の入射光は、赤外光
及び青色光の組み合わせであり、前記第３の入射光及び前記第４の入射光は、赤色光及び
緑色光の組み合わせであることを特徴とする。
【００２２】
また、本発明は、上記発明において、前記光源は、赤外光、青色光、赤色光及び緑色光を
前記受光部側から前記対象物に照射し、かつ緑色光を前記受光部と反対側から前記対象物
に照射することを特徴とする。
【００２３】
また、本発明は、上記発明において、前記光源は、赤外光を前記受光部と反対側から前記
対象物に照射し、前記光源制御部は、前記受光部と反対側から前記対象物に赤外光を照射
するタイミングが、前記受光部と反対側から前記対象物に緑色光を照射するタイミングと
一致するように、前記光源を制御し、前記第１の受光素子は、前記第１の入射光又は前記
第２の入射光として前記対象物を透過した赤外光を受光し、前記第２の受光素子は、前記
第３の入射光として前記対象物を透過した緑色光を受光することを特徴とする。
【００２４】
また、本発明は、上記発明において、前記第１の入射光及び前記第２の入射光は、赤外光
及び緑色光の組み合わせであり、前記第３の入射光及び前記第４の入射光は、赤色光及び
青色光の組み合わせであることを特徴とする。
【００２５】
また、本発明は、上記発明において、前記第１の入射光及び前記第２の入射光は、赤外光
及び赤色光の組み合わせであり、前記第３の入射光及び前記第４の入射光は、緑色光及び
青色光の組み合わせであることを特徴とする。
【００２６】
また、本発明は、上記発明において、前記赤外光は、７５０ｎｍ以上にピーク波長を有し
、前記赤色光は、６００ｎｍ以上、７５０ｎｍ未満にピーク波長を有し、前記緑色光は、
５００ｎｍ以上、６００ｎｍ未満にピーク波長を有し、前記青色光は、４００ｎｍ以上、
５００ｎｍ未満下にピーク波長を有することを特徴とする。
【００２７】
また、本発明は、紙葉類識別装置であって、前記光学センサを備えることを特徴とする。
【発明の効果】
【００２８】
本発明の光学センサ及び紙葉類識別装置によれば、波長帯域が互いに異なる少なくとも３
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種類の光を、それらの光の種類よりも少ない種類の受光素子で検知することができ、かつ
それらの受光素子にて上記３種類のうちの少なくとも２種類の光を同時に受光することが
できる。
【図面の簡単な説明】
【００２９】
【図１】実施形態１の概要を説明するための図である。
【図２】実施形態１に係る紙幣処理装置の外観を示した斜視模式図である。
【図３】実施形態１に係る紙幣識別装置が備える撮像部の構成を説明する断面模式図であ
る。
【図４】実施形態１に係る紙幣処理装置が備える受光部の拡大斜視模式図である。
【図５】実施形態１に係る紙幣処理装置の構成を説明するブロック図である。
【図６】実施形態１の紙幣処理装置が備える光源の点灯のタイミングと受光部の受光のタ
イミングとについて説明するタイミングチャートである。
【図７】図６に示したタイミングチャートの奇数フェーズにおける、光源の点灯と受光部
の受光について説明する説明図である。
【図８】図６に示したタイミングチャートの偶数フェーズにおける、光源の点灯と受光部
の受光について説明する説明図である。
【図９】実施形態２に係る紙幣処理装置が備える受光部の拡大斜視模式図である。
【図１０】実施形態２の紙幣処理装置が備える光源の点灯のタイミングと受光部の受光の
タイミングとについて説明するタイミングチャートである。
【図１１】図１０に示したタイミングチャートの奇数フェーズにおける、光源の点灯と受
光部の受光について説明する説明図である。
【図１２】実施形態３の紙幣処理装置が備える光源の点灯のタイミングと受光部の受光の
タイミングとについて説明するタイミングチャートである。
【図１３】図１２に示したタイミングチャートの奇数フェーズにおける、光源の点灯と受
光部の受光について説明する説明図である。
【図１４】実施形態４に係る紙幣処理装置が備える受光部の拡大斜視模式図である。
【図１５】実施形態４の紙幣処理装置が備える光源の点灯のタイミングと受光部の受光の
タイミングとについて説明するタイミングチャートである。
【図１６】図１５に示したタイミングチャートの奇数フェーズにおける、光源の点灯と受
光部の受光について説明する説明図である。
【発明を実施するための形態】
【００３０】
以下、本発明に係る光学センサ及び紙葉類識別装置の好適な実施形態を、図面を参照しな
がら説明する。本発明の対象となる紙葉類としては、紙幣、小切手、商品券、手形、帳票
、有価証券、カード状媒体等の様々な紙葉類が適用可能であるが、以下においては、紙幣
を対象とする装置を例として、本発明を説明する。また、以下では、本発明に係る光学セ
ンサが、複数の受光素子からなる画素が主走査方向に複数配列された光学ラインセンサの
機能を有する場合について説明する。なお、以下の説明において、同一部分又は同様な機
能を有する部分には同一の符号を異なる図面間で共通して適宜用い、その繰り返しの説明
は適宜省略する。
【００３１】
本明細書において、反射画像とは、対象物に光を照射して当該対象物で反射された光の強
度分布に基づく画像を意味する。また、透過画像とは、対象物に光を照射して当該対象物
を透過した光の強度分布に基づく画像を意味する。
【００３２】
（実施形態１）
＜本実施形態の概要＞
まず、図１を用いて、本実施形態の概要について説明する。本実施形態の光学センサの受
光部は、図１に示すように、主走査方向Ｄ１に一列に配列された複数の画素１３１ＧＰの
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各々が、赤外光を透過する青色カラーフィルタが設けられた受光素子（以下、青色の受光
素子とも言う。）１３１Ｂと、緑色カラーフィルタ及び赤外線カットフィルタが設けられ
た受光素子（以下、緑色の受光素子とも言う。）１３１Ｇと、赤色カラーフィルタ及び赤
外線カットフィルタが設けられた受光素子（以下、赤色の受光素子とも言う。）１３１Ｒ
と、を備えている。このような態様とすることにより、第１の受光素子としての青色の受
光素子１３１Ｂで２種類の波長帯域の入射光（第１の入射光としての青色光及び第２の入
射光としての赤外光）を受光し、第２の受光素子としての緑色の受光素子１３１Ｇで１種
類の入射光（第３の入射光としての緑色光）を受光し、第３の受光素子としての赤色の受
光素子１３１Ｒで１種類の入射光（第４の入射光としての赤色光）を受光することが可能
となる。
【００３３】
その結果、波長帯域が互いに異なる４種類の入射光（青色光、緑色光、赤色光及び赤外光
）を、３種類の受光素子１３１Ｂ、１３１Ｇ、１３１Ｒで検知することが可能となる。す
なわち、波長帯域が互いに異なる複数種類の光を、当該光の種類よりも少ない種類の受光
素子で検知することができる。その結果、青色光、緑色光、赤色光及び赤外光を検知する
のに必要な受光素子を配置するスペースをより小さくすることができ、受光素子の配置ス
ペースに空きを作ることができる。そのため、例えば、受光素子の配置スペースの空きを
活用して同一種類の受光素子を複数配置することにより、解像度を向上させることができ
る。或いは、受光素子の配置スペースの空きを活用して受光素子１つ当たりの面積を大き
くすることにより、受光素子の受光量を増加させて、当該受光素子の感度を高めることが
できる。或いは、受光素子の配置スペースの空きを活用して同一種類の受光素子を複数配
置しつつ受光素子１つ当たりの面積を大きくすることにより、解像度を向上させつつ、受
光素子の感度を高めることができる。
【００３４】
また、青色光又は赤外光と、緑色光及び／又は赤色光とを同時に受光することが可能とな
る。すなわち、３種類の受光素子１３１Ｂ、１３１Ｇ、１３１Ｒにて上記４種類のうちの
少なくとも２種類の光を同時に受光することができる。その結果、複数種類の光を互いに
異なるタイミングで受光素子に受光させる場合に比べて、１サイクルに要する時間を抑え
ることができる。
【００３５】
＜紙幣処理装置の構成＞
次に、図２を用いて、光学センサを備える本実施形態に係る紙幣処理装置の構成について
説明する。本実施形態に係る紙幣処理装置は、例えば、図２に示す構成を有するものであ
ってもよい。図２に示す紙幣処理装置３００は、テーブル上に設置して利用する小型の紙
幣処理装置であり、上述の光学センサ（図２では図示せず）を備え、紙幣の識別処理を行
う紙幣識別装置（図２では図示せず）と、処理対象の複数の紙幣が積層状態で載置される
ホッパ３０１と、ホッパ３０１から筐体３１０内に繰り出された紙幣が偽造券、真偽不確
定券等のリジェクト紙幣であった場合に該リジェクト紙幣が排出される２つのリジェクト
部３０２と、オペレータからの指示を入力するための操作部３０３と、筐体３１０内で金
種、真偽及び正損が識別された紙幣を分類して集積するための４つの集積部３０６ａ～３
０６ｄと、紙幣の識別計数結果や各集積部３０６ａ～３０６ｄの集積状況等の情報を表示
するための表示部３０５とを備える。紙幣識別装置による正損判定の結果に基づき、４つ
の集積部３０６ａ～３０６ｄのうち、集積部３０６ａ～３０６ｃには、正券が収納され、
集積部３０６ｄには汚損券が収納される。なお、集積部３０６ａ～３０６ｄへの紙幣の振
り分け方法は任意に設定可能である。
【００３６】
＜撮像部の構成＞
次に、図３及び４を用いて、本実施形態に係る紙幣識別装置の主要部である撮像部の構成
について説明する。図３に示すように、撮像部２１は、互いに対向配置された上部ユニッ
ト１１０及び下部ユニット１２０を備えている。上部ユニット１１０及び下部ユニット１
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２０の間には、紙幣ＢＮが搬送される隙間が形成されており、この隙間は本実施形態に係
る紙幣処理装置の搬送路３１１の一部を構成する。上部ユニット１１０及び下部ユニット
１２０は、それぞれ、搬送路３１１の上側及び下側に位置している。
【００３７】
図３に示すように、上部ユニット１１０は、２つの反射用の光源１１１、集光レンズ１１
２及び受光部１１３を備えている。反射用の光源１１１は、紙幣ＢＮの受光部１１３側の
主面（以下、Ａ面）に、波長帯域が互いに異なる照射光、具体的には、第１、第２及び第
３の赤外光と、赤色光、緑色光及び青色光を含む白色光と、蛍光及び燐光用の励起光とし
ての紫外光とを順次照射する。集光レンズ１１２は、反射用の光源１１１から出射され、
紙幣ＢＮのＡ面で反射された光と、下部ユニット１２０に設けられた透過用の光源１２４
から出射され、紙幣ＢＮを透過した光と、紙幣ＢＮのＡ面で発光した蛍光及び燐光とを集
光する。受光部１１３は、集光レンズ１１２によって集光された光を受光して電気信号に
変換する。そして、その電気信号を増幅処理した後、デジタルデータにＡ／Ｄ変換した上
で画像信号として出力する。ここで、受光部が受光する光を入射光ともいい、光源が照射
する光を照射光ともいう。
【００３８】
下部ユニット１２０は、２つの反射用の光源１２１及び１つの透過用の光源１２４、集光
レンズ１２２並びに受光部１２３を備えている。反射用の光源１２１は、紙幣ＢＮの受光
部１２３側の主面（以下、Ｂ面）に、波長帯域が互いに異なる照射光、具体的には、第１
、第２及び第３の赤外光等と、赤色光、緑色光及び青色光を含む白色光と、蛍光及び燐光
用の励起光としての紫外光とを照射する。集光レンズ１２２は、反射用の光源１２１から
出射され、紙幣ＢＮのＢ面で反射された光と、紙幣ＢＮのＢ面で発光した蛍光及び燐光と
を集光する。受光部１２３は、集光レンズ１２２によって集光された光を受光して電気信
号に変換する。そして、その電気信号を増幅処理した後、デジタルデータにＡ／Ｄ変換し
た上で画像信号として出力する。
【００３９】
透過用の光源１２４は、上部ユニット１１０の集光レンズ１１２の光軸上に配置されてお
り、透過用の光源１２４から出射された光の一部は、紙幣ＢＮを透過し、上部ユニット１
１０の集光レンズ１１２に集光されて受光部１１３で検出される。透過用の光源１２４は
、紙幣ＢＮのＢ面に、波長帯域が互いに異なる照射光、具体的には、赤外光及び緑色光を
同時に照射する。
【００４０】
なお、波長帯域が互いに異なる光とは、例えば、可視光については色が互いに異なる光で
あり、赤外光及び紫外光については、波長帯域の一部のみが互いに重なる光又は波長帯域
が互いに重ならない光である。
【００４１】
各光源１１１、１２１、１２４は、図３の紙面に垂直な方向（主走査方向Ｄ１）に延びる
ライン状の導光体（図示せず）と、導光体の両端部（一方の端部でもよい）に設けられた
複数のＬＥＤ素子（図示せず）とを備えている。
【００４２】
各光源１１１、１２１は、好ましくは、ピーク波長がそれぞれ７５０ｎｍ以上である第１
の赤外光（ＩＲ１）を発光するＬＥＤ素子、第２の赤外光（ＩＲ２）を発光するＬＥＤ素
子及び第３の赤外光（ＩＲ３）を発光するＬＥＤ素子と、ピーク波長が６００ｎｍ以上、
７５０ｎｍ未満である赤色光（Ｒ）を発光するＬＥＤ素子と、ピーク波長が５００ｎｍ以
上、６００ｎｍ未満である緑色光（Ｇ）を発光するＬＥＤ素子と、ピーク波長が４００ｎ
ｍ以上、５００ｎｍ未満である青色光（Ｂ）を発光するＬＥＤ素子と、を備えている。第
１の赤外光、第２の赤外光及び第３の赤外光は、互いに異なるピーク波長を有する赤外光
であり、例えば、第１の赤外光、第２の赤外光及び第３の赤外光の順にピーク波長が小さ
くなる。光源１１１は、集光レンズ１１２を挟んで搬送方向の上流側及び下流側に１つず
つ配置され、光源１２１は、集光レンズ１２２を挟んで搬送方向の上流側及び下流側に１
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つずつ配置される。
【００４３】
光源１２４は、好ましくは、５００ｎｍ以上、６００ｎｍ未満にピーク波長を有する緑色
光（ＴＧ）を発光するＬＥＤ素子と、７５０ｎｍ以上にピーク波長を有する赤外光（ＴＩ
Ｒ）を発光するＬＥＤ素子とを備えている。なお、ピーク波長とは、光の発光強度が最大
となる波長をいう。
【００４４】
図４に示すように、各受光部１１３、１２３は、主走査方向Ｄ１（紙幣ＢＮの搬送方向に
対して直交する方向）に一列に配列された複数の画素１３１ＧＰを備え、各画素１３１Ｇ
Ｐは、赤外光及び青色光を受光する一方で赤色光及び緑色光を受光しない青色の受光素子
１３１Ｂを１つ、緑色光を受光する一方で赤外光、赤色光及び青色光を受光しない緑色の
受光素子１３１Ｇを２つ、並びに赤色光を受光する一方で赤外光、緑色光及び青色光を受
光しない赤色の受光素子１３１Ｒを１つ備えており、緑色の受光素子１３１Ｇ、青色の受
光素子１３１Ｂ、緑色の受光素子１３１Ｇ及び赤色の受光素子１３１Ｒは、この順番で主
走査方向Ｄ１に一列に配置されている。
【００４５】
なお、ここで、受光素子とは、所定の波長帯域の光の強度を検出（電気信号に変換）する
素子を意味し、好ましくは、フォトダイオード等の光検出器と、光検出器の受光面上に設
けられ、検出すべき所定の波長帯域を除く波長帯域の光の透過を抑えるフィルタとを含ん
で構成される。
【００４６】
青色の受光素子１３１Ｂは、光検出器１３１０と、赤外光及び青色光を透過し、かつ赤色
光及び緑色光を吸収する青色カラーフィルタ１３１１Ｂと、を備える。緑色の受光素子１
３１Ｇは、光検出器１３１０と、赤外光及び緑色光を透過し、かつ赤色光及び青色光を吸
収する緑色カラーフィルタ１３１１Ｇと、赤外光をカットする赤外線カットフィルタ１３
１２と、を備える。赤色の受光素子１３１Ｒは、光検出器１３１０と、赤外光及び赤色光
を透過し、かつ緑色光及び青色光を吸収する赤色カラーフィルタ１３１１Ｒと、赤外光を
カットする赤外線カットフィルタ１３１２と、を備える。これらのフィルタは、各々、対
応する光が当該フィルタを透過するのを抑制するフィルタとして機能する。
【００４７】
上部ユニット１１０及び下部ユニット１２０がそれぞれ、搬送方向に搬送されている紙幣
ＢＮに対して撮像を繰り返し行い、画像信号を出力することによって、撮像部２１は、紙
幣ＢＮ全体の画像を取得する。具体的には、撮像部２１は、上部ユニット１１０の出力信
号に基づいて紙幣ＢＮの透過画像及びＡ面の反射画像を取得し、下部ユニット１２０の出
力信号に基づいて紙幣ＢＮのＢ面の反射画像を取得する。また、本実施形態では、各画素
１３１ＧＰが主走査方向Ｄ１に配列された１つの青色の受光素子１３１Ｂ、２つの緑色の
受光素子１３１Ｇ及び１つの赤色の受光素子１３１Ｒを備えることから、紙幣ＢＮのＡ面
及びＢ面それぞれについて、青色の反射画像、赤色の反射画像、第１～第３の赤外光に係
る反射画像及び蛍光に係る反射画像を主走査方向Ｄ１において１００ｄｐｉの解像度で取
得することができ、紙幣ＢＮのＡ面及びＢ面それぞれの緑色の反射画像と、緑色の透過画
像とを主走査方向Ｄ１において２００ｄｐｉの解像度で取得することができる。
【００４８】
なお、各画素１３１ＧＰは、１つの青色の受光素子１３１Ｂ、１つの緑色の受光素子１３
１Ｇ及び１つの赤色の受光素子１３１Ｒの３つの受光素子から構成されてもよい。これに
より、第１～第３の赤外光、青色光、緑色光及び赤色光に係る画像の主走査方向Ｄ１にお
ける解像度をそれぞれ一律に向上することができる。
【００４９】
＜紙幣識別装置の構成＞
次に、図５を用いて、本実施形態に係る紙幣識別装置の構成について説明する。図５に示
すように、本実施形態に係る紙幣識別装置１は、制御部１０、検出部２０及び記憶部３０
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を備えている。
【００５０】
制御部１０は、記憶部３０に記憶された各種の処理を実現するためのプログラムと、当該
プログラムを実行するＣＰＵ（Ｃｅｎｔｒａｌ　Ｐｒｏｃｅｓｓｉｎｇ　Ｕｎｉｔ）と、
当該ＣＰＵによって制御される各種ハードウェア等によって構成されている。制御部１０
は、記憶部３０に記憶されたプログラムに従って、紙幣識別装置１の各部から出力された
信号と、制御部１０からの制御信号とに基づいて、紙幣識別装置１の各部を制御する。ま
た、制御部１０は、記憶部３０に記憶されたプログラムにより、光源制御部１１、センサ
制御部１２、画像生成部１３、画像認識部１４及び識別部１５の機能を有している。
【００５１】
検出部２０は、紙幣の搬送路に沿って、上述の撮像部２１に加え、磁気検出部２２及び厚
み検出部２３を備えている。撮像部２１は、上述のように紙幣を撮像して画像信号（画像
データ）を出力する。磁気検出部２２は、磁気を測定する磁気センサ（図示せず）を備え
、磁気センサにより紙幣に印刷されている磁気インクやセキュリティスレッド等の磁気を
検出する。磁気センサは、複数の磁気検出素子をライン状に配列した磁気ラインセンサで
ある。厚み検出部２３は、紙幣の厚みを測定する厚み検出センサ（図示せず）を備え、厚
み検出センサによりテープや重送等を検出する。厚み検出センサは、搬送路を挟んで対向
するローラにおける紙幣通過時の変位量を、各ローラに設けたセンサによって検出するも
のである。本実施形態では、制御部１０が備える光源制御部１１と検出部２０が備える撮
像部２１とによって本実施形態に係る光学センサ２が構成されている。
【００５２】
記憶部３０は、半導体メモリやハードディスク等の不揮発性の記憶装置から構成されてお
り、紙幣識別装置１を制御するための各種プログラムと各種データとを記憶している。ま
た、記憶部３０には、撮像部２１による１サイクル分の撮像の間に各光源１１１、１２１
、１２４から照射する照射光の波長帯域、各光源１１１、１２１、１２４の点灯及び消灯
を行うタイミング、各光源１１１、１２１、１２４のＬＥＤ素子に流す順電流の値、上部
ユニット１１０及び下部ユニット１２０の各々から信号を読み出すタイミング等が撮像用
パラメータとして保存されている。
【００５３】
なお、１サイクルの撮像とは、各光源１１１、１２１、１２４から照射する照射光の波長
帯域や、各光源１１１、１２１、１２４の点灯及び消灯、信号読出を行うタイミング等が
設定された撮像パターンのことを言う。１サイクルの撮像を１周期として、これを連続し
て繰り返し実行することにより、紙幣全体の画像を取得する。
【００５４】
光源制御部１１は、各光源１１１、１２１、１２４による個別の紙幣の画像を撮像するた
めに、各光源１１１、１２１、１２４の動的点灯制御を行うものである。詳細には、光源
制御部１１は、撮像用パラメータに設定されたタイミングに基づいて、各光源１１１、１
２１、１２４の点灯及び消灯を制御する。この制御は、紙幣の搬送速度に応じて変化する
メカクロックと、紙幣の搬送速度によらず常に一定の周波数で出力されるシステムクロッ
クとを利用して行われる。
【００５５】
また、光源制御部１１は、第１の照射光としての青色光及び第２の照射光としての赤外光
（第１～第３の赤外光）の照射のタイミングが互いに異なるように、受光部１１３用の光
源１１１、１２４を制御する。同様に、光源制御部１１は、青色光及び赤外光（第１～第
３の赤外光）の照射のタイミングが互いに異なるように、受光部１２３用の光源１２１を
制御する。これにより、青色の受光素子１３１Ｂにて青色光及び赤外光（第１～第３の赤
外光）をそれぞれ異なるタイミングで受光することが可能である。
【００５６】
ここで、「複数の光（例えば赤外光及び青色光）の照射のタイミングが互いに異なる」と
は、それらの光の照射期間（照射開始から照射終了までの期間）が互いに重なり合わない
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ことを意味する。
【００５７】
また、光源制御部１１は、第３の照射光としての緑色光の照射のタイミングが、第１の照
射光としての青色光及び第２の照射光としての赤外光の少なくとも一方の照射のタイミン
グと一致するように、受光部１１３用の光源１１１、１２４を制御する。同様に、光源制
御部１１は、緑色光の照射のタイミングが、赤外光及び青色光の一方（本実施形態では、
青色光）の照射のタイミングと一致するように、受光部１２３用の光源１２１を制御する
。いずれの制御によっても、緑色の受光素子１３１Ｇにて緑色光を受光しつつ、それと同
時に青色光又は赤外光（第１～第３の赤外光）を受光素子１３１Ｂにて受光することが可
能である。
【００５８】
また、光源制御部１１は、第４の照射光としての赤色光の照射のタイミングが、第１の照
射光としての青色光及び第２の照射光としての赤外光の少なくとも一方の照射のタイミン
グと一致するように、受光部１１３用光源１１１、１２４を制御する。同様に、光源制御
部１１は、赤色光の照射のタイミングが、赤外光及び青色光の一方（本実施形態では、青
色光）の照射のタイミングと一致するように、受光部１２３用の光源１２１を制御する。
いずれの制御によっても、赤色の受光素子１３１Ｒにて赤色光を受光しつつ、それと同時
に赤外光（第１～第３の赤外光）又は青色光を受光素子１３１Ｂにて受光することが可能
である。
【００５９】
なお、「ある光（例えば赤外光及び青色光）の照射のタイミングが他の光（例えば赤外光
及び青色光の少なくとも一方）の照射のタイミングと一致する」とは、それらの光の照射
期間（照射開始から照射終了までの期間）の少なくとも一部が互いに重なり合うことを意
味する。それらの光の照射開始及び照射終了のタイミングは、一致していなくてもよいが
、一致している（ただし、実質的に一致している場合を含む）ことが好ましい。
【００６０】
センサ制御部１２は、撮像用パラメータに設定されたタイミングに基づいて、上部ユニッ
ト１１０及び下部ユニット１２０の各々から画像信号を読み出すタイミングを制御し、各
光源１１１、１２１、１２４の点灯及び消灯のタイミングに同期して上部ユニット１１０
及び下部ユニット１２０の各々から画像信号を読み出す。この制御は、メカクロックとシ
ステムクロックとを利用して行われる。そして、センサ制御部１２は、読み出した画像信
号、すなわちラインデータを順次、記憶部３０のリングバッファ（ラインメモリ）に保存
する。
【００６１】
なお、ここで、ラインデータとは、上部ユニット１１０及び下部ユニット１２０の各々に
よる１回の撮像によって得られた画像信号に基づくデータを意味し、取得される画像の横
方向（紙幣の搬送方向に直交する方向）の一列分のデータに対応する。
【００６２】
画像生成部１３は、検出部２０から取得した紙幣に係る各種信号に基づいて画像を生成す
る機能を有する。詳細には、画像生成部１３は、まず、リングバッファに保存されたデー
タ（画像信号）を光の照射及び受光の条件毎のデータに分解する。そして、画像生成部１
３は、分解されたデータ毎の特性に応じて、暗出力カット、ゲイン調整、明出力レベルの
補正等の補正処理を行い、紙幣の各種の画像データを生成して記憶部３０へ保存する。
【００６３】
画像認識部１４は、画像生成部１３によって生成された画像データを認識する。すなわち
、画像データを分析して特徴を抽出し、対象物の認識を行う。具体的には、例えば、紙幣
に記番号が印刷されている場合、画像認識部１４は、画像データの記番号部分を文字認識
し、紙幣の記番号を認識する。その他、紙幣に印刷された人物の顔を認識してもよい。ま
た、画像認識部１４は、認識結果を記憶部３０へ保存する。
【００６４】
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識別部１５は、検出部２０から取得した紙幣に係る各種信号を利用して識別処理を行う。
識別部１５は、紙幣の少なくとも金種及び真偽を識別する。識別部１５は、紙幣の正損を
判定する機能を有してもよい。その場合、識別部１５は、紙幣の汚れ、折れ、破れ等を検
出するとともに、紙幣の厚みから紙幣に貼り付けられたテープ等を検出することにより、
紙幣を、市場で再利用できる正券及び市場流通に適さない損券のいずれとして処理するか
を判定する機能を有する。
【００６５】
また、識別部１５は、金種、真偽、正損等を識別するために撮像部２１が撮影した紙幣の
画像を用いる場合、画像生成部１３によって生成された画像データや、画像認識部１４に
よって得られた認識結果を利用する。例えば、蛍光反応の有無や光源を照射して得られた
赤外画像とテンプレートとのマッチング等で真偽を判定する。
【００６６】
＜光源の制御方法及び受光部のデータ採取タイミング＞
次に、図６～図８を用いて、光源制御部１１による各光源１１１、１２１、１２４の制御
（点灯タイミング）と、受光部１１３及び１２３による受光のタイミングとについてより
詳しく説明する。なお、図６は、光源点灯及び受光の内容及びタイミングを示している。
また、図７及び図８において、消灯している光源は灰色でハッチングされている。
【００６７】
図６に示したように、上部ユニット１１０及び下部ユニット１２０は、フェーズ１～１２
の１２フェーズを１サイクルとして、該サイクルを繰り返すことによって紙幣の全面に対
応する画像データを取得する。
【００６８】
図６及び図７に示すように、フェーズ１では、透過用の光源１２４から第２の照射光とし
ての赤外光（ＴＩＲ）及び第３の照射光としての緑色光（ＴＧ）を同時に紙幣Ｂ面に照射
して、第２の照射光が紙幣に照射されている間に第２の照射光に起因して発生した光であ
る第２の入射光（赤外光（ＴＩＲ））と、第３の照射光が紙幣に照射されている間に第３
の照射光に起因して発生した光である第３の入射光（緑色光（ＴＧ））とを受光部１１３
で受光する。より具体的には、第２の照射光が紙幣を透過した光である第２の入射光（赤
外光（ＴＩＲ））を青色の受光素子１３１Ｂで検知し、第３の照射光が紙幣を透過した光
である第３の入射光（緑色光（ＴＧ））を緑色の受光素子１３１Ｇで検知する。この際、
緑色光（ＴＧ）が青色の受光素子１３１Ｂで検知されないように、緑色光（ＴＧ）のピー
ク波長を５６０ｎｍ以上、６００ｎｍ以下とすることが好ましい。また、フェーズ１では
、紙幣の搬送方向の上流側に位置する反射用の光源１２１から第１の赤外光（ＩＲ１Ｌ）
を紙幣Ｂ面に照射して、紙幣Ｂ面から反射された第１の赤外光（ＩＲ１Ｌ）を受光部１２
３で受光する、すなわち青色の受光素子１３１Ｂで検知する。
【００６９】
図６及び図８に示すように、フェーズ２では、反射用の光源１１１から、第１の照射光と
しての青色光（Ｂ）、第３の照射光としての緑色光（Ｇ）及び第４の照射光としての赤色
光（Ｒ）を含む白色光（Ｗ）を紙幣Ａ面に照射して、第１の照射光が紙幣に照射されてい
る間に第１の照射光に起因して発生した光である第１の入射光（青色光（Ｂ））と、第３
の照射光が紙幣に照射されている間に第３の照射光に起因して発生した光である第３の入
射光（緑色光（Ｇ））と、第４の照射光に起因して発生した光である第４の入射光（赤色
光（Ｒ））とを受光部１１３で受光する。より具体的には、第１の照射光、第３の照射光
及び第４の照射光がそれぞれ紙幣のＡ面で反射した光である第１の入射光（青色光（Ｂ）
）、第３の入射光（緑色光（Ｇ））及び第４の入射光（赤色光（Ｒ））を、それぞれ、青
色の受光素子１３１Ｂ、緑色の受光素子１３１Ｇ及び赤色の受光素子１３１Ｒで検知する
。同様に、フェーズ２では、反射用の光源１２１から、第１の照射光としての青色光（Ｂ
）、第３の照射光としての緑色光（Ｇ）及び第４の照射光としての赤色光（Ｒ）を含む白
色光（Ｗ）を、紙幣Ｂ面に照射して、紙幣Ｂ面から反射された光を受光部１２３で受光す
る。すなわち、紙幣Ｂ面から反射された第１の入射光としての青色光（Ｂ）、第３の入射
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光としての緑色光（Ｇ）及び第４の入射光としての赤色光（Ｒ）を、それぞれ、青色の受
光素子１３１Ｂ、緑色の受光素子１３１Ｇ及び赤色の受光素子１３１Ｒで検知する。以下
、フェーズ４、６、８、１０及び１２もフェーズ２と同様であるので説明を省略する。
【００７０】
図６及び図７に示すように、フェーズ３では、反射用の光源１１１から第２の照射光とし
ての第１の赤外光（ＩＲ１）を紙幣Ａ面に照射して、第２の照射光が紙幣に照射されてい
る間に第２の照射光に起因して発生した光である第２の入射光（第１の赤外光（ＩＲ１）
）を受光部１１３で受光する。より具体的には、第２の照射光が紙幣のＡ面で反射した光
である第２の入射光（第１の赤外光（ＩＲ１））を青色の受光素子１３１Ｂで検知する。
同様に、フェーズ３では、紙幣の搬送方向の下流側に位置する反射用の光源１２１から第
１の赤外光（ＩＲ１Ｒ）を紙幣Ｂ面に照射して、紙幣Ｂ面から反射された第１の赤外光（
ＩＲ１Ｒ）を受光部１２３で受光する、すなわち青色の受光素子１３１Ｂで検知する。
【００７１】
本実施形態では、紙幣の搬送方向の上流側から照射した第１の赤外光（ＩＲ１Ｌ）による
画像信号の出力値と、紙幣の搬送方向の下流側から照射した第１の赤外光（ＩＲ１Ｒ）に
よる画像信号の出力値との和より求めた信号から、紙幣Ｂ面の第１の赤外光による反射画
像を生成する。また、上流側から照射した第１の赤外光（ＩＲ１Ｌ）による画像信号と、
下流側から照射した第１の赤外光（ＩＲ１Ｒ）による画像信号とは、それぞれ、紙幣のシ
ワ検知のために取得される。
【００７２】
図６及び図７に示すように、フェーズ５では、反射用の光源１１１から第２の照射光とし
ての第２の赤外光（ＩＲ２）を紙幣Ａ面に照射して、第２の照射光が紙幣に照射されてい
る間に第２の照射光に起因して発生した光である第２の入射光（第２の赤外光（ＩＲ２）
）を受光部１１３で受光する。より具体的には、第２の照射光が紙幣のＡ面で反射した光
である第２の入射光（第２の赤外光（ＩＲ２））を青色の受光素子１３１Ｂで検知する。
同様に、フェーズ５では、反射用の光源１２１から第２の赤外光（ＩＲ２）を紙幣Ｂ面に
照射して、紙幣Ｂ面から反射された第２の赤外光（ＩＲ２）を受光部１２３で受光する、
すなわち青色の受光素子１３１Ｂで検知する。
【００７３】
図６及び図７に示すように、フェーズ７では、反射用の光源１１１から第２の照射光とし
ての第３の赤外光（ＩＲ３）を紙幣Ａ面に照射して、第２の照射光が紙幣に照射されてい
る間に第２の照射光に起因して発生した光である第２の入射光（第３の赤外光（ＩＲ３）
）を受光部１１３で受光する。より具体的には、第２の照射光が紙幣のＡ面で反射した光
である第２の入射光（第３の赤外光（ＩＲ３））を青色の受光素子１３１Ｂで検知する。
同様に、フェーズ７では、反射用の光源１２１から第３の赤外光（ＩＲ３）を紙幣Ｂ面に
照射して、紙幣Ｂ面から反射された第３の赤外光（ＩＲ３）を受光部１２３で受光する、
すなわち青色の受光素子１３１Ｂで検知する。
【００７４】
図６及び図７に示すように、フェーズ９では、反射用の光源１１１から紫外光（ＵＶ）を
紙幣Ａ面に照射して、紙幣Ａ面から到来する光であって、紫外光が紙幣に照射されている
間に当該紫外光に起因して発生した光である蛍光を受光部１１３で受光する。すなわち、
紙幣Ａ面で発光した、第１の入射光としての蛍光の青色成分（ＵＶＢ）、第３の入射光と
しての蛍光の緑色成分（ＵＶＧ）及び第４の入射光としての蛍光の赤色成分（ＵＶＲ）を
、それぞれ、青色の受光素子１３１Ｂ、緑色の受光素子１３１Ｇ及び赤色の受光素子１３
１Ｒで検知する。同様に、フェーズ９では、反射用の光源１２１から紫外光（ＵＶ）を紙
幣Ｂ面に照射して、紙幣Ｂ面から到来する蛍光を受光部１２３で受光する。すなわち、紙
幣Ｂ面で発光した蛍光の青色成分（ＵＶＢ）、緑色成分（ＵＶＧ）及び赤色成分（ＵＶＲ
）を、それぞれ、青色の受光素子１３１Ｂ、緑色の受光素子１３１Ｇ及び赤色の受光素子
１３１Ｒで検知する。
【００７５】
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図６及び図７に示すように、フェーズ１１では、全ての光源１１１、１２１及び１２４は
点灯させず、紙幣Ａ面から到来する光であって、フェーズ９で照射された紫外光に起因し
て発生した光である燐光を受光部１１３で受光する。すなわち、紙幣Ａ面で発光した、第
１の入射光としての燐光の青色成分（ＰＢ）、第３の入射光としての燐光の緑色成分（Ｐ
Ｇ）及び第４の入射光としての燐光の赤色成分（ＰＲ）を、それぞれ、青色の受光素子１
３１Ｂ、緑色の受光素子１３１Ｇ及び赤色の受光素子１３１Ｒで検知する。同様に、フェ
ーズ１１では、紙幣Ｂ面から到来する燐光を受光部１２３で受光する。すなわち、紙幣Ｂ
面で発光した燐光の青色成分（ＰＢ）、緑色成分（ＰＧ）及び赤色成分（ＰＲ）を、それ
ぞれ、青色の受光素子１３１Ｂ、緑色の受光素子１３１Ｇ及び赤色の受光素子１３１Ｒで
検知する。
【００７６】
紙幣識別装置１では、１サイクルの所要時間を変更することなく、燐光検知を追加するこ
とができる。具体的には、紙幣識別装置１は、フェーズ１において、透過用の光源１２４
から赤外光（ＴＩＲ）及び緑色光（ＴＧ）を同時に紙幣に照射し、紙幣を透過した光をそ
れぞれ青色の受光素子１３１Ｂ及び緑色の受光素子１３１Ｇで同時に検知する。すなわち
、１つのフェーズで透過の緑色光（ＴＧ）及び透過の赤外光（ＴＩＲ）を検知するため、
透過の緑色光（ＴＧ）と透過の赤外光（ＴＩＲ）とを互いに異なるフェーズで検知する場
合に比べて、両者を検知するために必要な受光部１１３側のフェーズの数を１つ減らすこ
とができる。その結果、受光部１１３側で１つのフェーズに空きを作ることができる。ま
た、紙幣識別装置１は、紙幣Ｂ面の第１の赤外光による反射画像を、紙幣のシワ検知のた
めに取得した、第１の赤外光（ＩＲ１Ｒ）による画像信号の出力値と、第１の赤外光（Ｉ
Ｒ１Ｌ）による画像信号の出力値との和より求める信号から生成するため、紙幣Ｂ面の第
１の赤外光による反射画像用に２つの反射用の光源１２１から第１の赤外光（ＩＲ１）を
紙幣Ｂ面に別途照射してその反射光を検出する場合に比べて、受光部１２３側のフェーズ
数を１つ減らすことができる。その結果、受光部１２３側で１つのフェーズに空きを作る
ことができる。以上のようにして、本実施形態では受光部１１３及び１２３側でそれぞれ
１つずつフェーズに空きを作り、当該空いたフェーズで燐光を検知しているため、１サイ
クルの所要時間を変更することなく、燐光検知を追加することができる。
【００７７】
また、本実施形態では、受光部１１３用の光源１１１、１２４は、赤外光、青色光、緑色
光及び赤色光を受光部１１３側から紙幣に照射し、かつ緑色光を受光部１１３と反対側か
ら対象物に照射する。このような態様とすることにより、赤色光、緑色光、青色光及び赤
外光それぞれに係る反射画像を取得でき、かつ緑色光に係る透過画像を取得することがで
きる。
【００７８】
また、本実施形態では、光源制御部１１は、受光部１１３と反対側から紙幣に赤外光を照
射するタイミングが、受光部１１３と反対側から紙幣に緑色光を照射するタイミングと一
致するように光源１２４を制御し、青色の受光素子１３１Ｂは、紙幣を透過した赤外光を
受光し、緑色の受光素子１３１Ｇは、紙幣を透過した緑色光を受光する。このような態様
とすることにより、受光部１１３で、紙幣を透過した赤外光及び緑色光を同じタイミング
で受光することが可能となり、紙幣を透過した赤外光及び緑色光を互いに異なるタイミン
グで受光する場合に比べて、透過赤外光及び透過緑色光を受光するのに必要な時間を抑え
ることができる。
【００７９】
本実施形態では、受光部が受光する青色光を第１の入射光とし、赤外光を第２の入射光と
したが、第１の入射光及び第２の入射光は、赤外光及び青色光の組み合わせであればよく
、赤外光を第１の入射光とし、青色光を第２の入射光としてもよい。また、本実施形態で
は、受光部が受光する緑色光を第３の入射光とし、赤色光を第４の入射光としたが、第３
の入射光及び第４の入射光は、赤色光及び緑色光の組み合わせであればよく、第３の入射
光を赤色光とし、第４の入射光を緑色光としてもよい。第３の入射光を赤色光とし、第４
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の入射光を緑色光とする場合、赤色の受光素子１３１Ｒが第２の受光素子に相当し、緑色
の受光素子１３１Ｇが第３の受光素子に相当する。
【００８０】
（実施形態２）
本実施形態では、本実施形態に特有の特徴について主に説明し、上記実施形態と重複する
内容についての詳細な説明は省略する。本実施形態の紙幣処理装置は、受光部が図９の構
成を有し、光源の点灯及び受光部の内容及びタイミングが図１０及び図１１に示すもので
あること以外は、実施形態１と同様の構成を有する。本実施形態では、受光部が受光する
緑色光が第１の入射光に相当し、受光部が受光する赤外光が第２の入射光に相当する。ま
た、受光部が受光する青色光が第３の入射光に相当し、受光部が受光する赤色光が第４の
入射光に相当する。
【００８１】
本実施形態における各画素は、図９に示すように、赤外光及び緑色光を受光する一方で赤
色光及び青色光を受光しない緑色の受光素子１３１Ｇを２つ、赤色光を受光する一方で赤
外光、緑色光及び青色光を受光しない赤色の受光素子１３１Ｒを１つ、並びに青色光を受
光する一方で赤外光、赤色光及び緑色光を受光しない青色の受光素子１３１Ｂを１つ備え
ている。本実施形態では、緑色の受光素子１３１Ｇが第１の受光素子に相当し、青色の受
光素子１３１Ｂが第２の受光素子に相当し、赤色の受光素子１３１Ｒが第３の受光素子に
相当する。
【００８２】
図９に示すように、緑色の受光素子１３１Ｇは、光検出器１３１０と、赤外光及び緑色光
を透過し、かつ赤色光及び青色光を吸収する緑色カラーフィルタ１３１１Ｇと、を備える
。赤色の受光素子１３１Ｒは、光検出器１３１０と、赤外光及び赤色光を透過し、かつ緑
色光及び青色光を吸収する赤色カラーフィルタ１３１１Ｒと、赤外光をカットする赤外線
カットフィルタ１３１２と、を備える。青色の受光素子１３１Ｂは、光検出器１３１０と
、赤外光及び青色光を透過し、かつ赤色光及び緑色光を吸収する青色カラーフィルタ１３
１１Ｂと、赤外光をカットする赤外線カットフィルタ１３１２と、を備える。これらのフ
ィルタは、各々、対応する光が当該フィルタを透過するのを抑制するフィルタとして機能
する。
【００８３】
図１０及び図１１に示すように、光源制御部１１は、第１の照射光としての緑色光及び第
２の照射光としての赤外光（第１～第３の赤外光）の照射のタイミングが互いに異なるよ
うに、受光部１１３用の光源１１１、１２４を制御する。同様に、光源制御部１１は、緑
色光及び赤外光（第１～第３の赤外光）の照射のタイミングが互いに異なるように、受光
部１２３用の光源１２１を制御する。これにより、緑色の受光素子１３１Ｇにて緑色光及
び赤外光（第１～第３の赤外光）をそれぞれ異なるタイミングで受光することが可能であ
る。
【００８４】
また、光源制御部１１は、第３の照射光としての青色光の照射のタイミングが、第１の照
射光としての緑色光及び第２の照射光としての赤外光の少なくとも一方の照射のタイミン
グと一致するように、受光部１１３用の光源１１１、１２４を制御する。同様に、光源制
御部１１は、青色光の照射のタイミングが、緑色光及び赤外光の少なくとも一方の照射の
タイミングと一致するように、受光部１２３用の光源１２１を制御する。いずれの制御に
よっても、青色の受光素子１３１Ｂにて青色光を受光しつつ、それと同時に緑色光又は赤
外光（第１～第３の赤外光）を受光素子１３１Ｇにて受光することが可能である。
【００８５】
また、光源制御部１１は、第４の照射光としての赤色光の照射のタイミングが、第１の照
射光としての緑色光及び第２の照射光としての赤外光の少なくとも一方の照射のタイミン
グと一致するように、受光部１１３用の光源１１１、１２４を制御する。同様に、光源制
御部１１は、赤色光の照射のタイミングが、緑色光及び赤外光の少なくとも一方の照射の
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タイミングと一致するように、受光部１２３用の光源１２１を制御する。いずれの制御に
よっても、赤色の受光素子１３１Ｒにて赤色光を受光しつつ、それと同時に緑色光又は赤
外光（第１～第３の赤外光）を受光素子１３１Ｇにて受光することが可能である。
【００８６】
次に、光源制御部１１による各光源１１１、１２１、１２４の制御（点灯タイミング）と
、受光部１１３及び１２３による受光のタイミングとについてより詳しく説明する。なお
、本実施形態では実施形態１と異なるフェーズ１、３、５及び７について説明し、その他
のフェーズについては実施形態１と同様であるため説明を省略する。
【００８７】
図１０及び図１１に示すように、フェーズ１では、透過用の光源１２４から第２の照射光
としての赤外光（ＴＩＲ）及び第４の照射光としての赤色光（ＴＲ）を同時に紙幣Ｂ面に
照射して、第２の照射光が紙幣に照射されている間に第２の照射光に起因して発生した光
である第２の入射光（赤外光（ＴＩＲ））と、第４の照射光が紙幣に照射されている間に
第４の照射光に起因して発生した光である第４の入射光（赤色光（ＴＲ））とを受光部１
１３で受光する。より具体的には、第２の照射光が紙幣を透過した光である第２の入射光
（ＴＩＲ）を緑色の受光素子１３１Ｇで検知し、第４の照射光が紙幣を透過した光である
第４の入射光（赤色光（ＴＲ））を赤色の受光素子１３１Ｒで検知する。また、フェーズ
１では、紙幣の搬送方向の上流側に位置する反射用の光源１２１から第１の赤外光（ＩＲ
１Ｌ）を紙幣Ｂ面に照射して、紙幣Ｂ面から反射された第１の赤外光（ＩＲ１Ｌ）を受光
部１２３が備える緑色の受光素子１３１Ｇで検知する。
【００８８】
図１０及び図１１に示すように、フェーズ３、５及び７では、それぞれ、反射用の光源１
１１から第２の照射光としての第１の赤外光（ＩＲ１）、第２の赤外光（ＩＲ２）及び第
３の赤外光（ＩＲ３）を紙幣Ａ面に照射して、第２の照射光が紙幣に照射されている間に
第２の照射光に起因して発生した光である第２の入射光（第１の赤外光（ＩＲ１）、第２
の赤外光（ＩＲ２）及び第３の赤外光（ＩＲ３））を受光部１１３で受光する。より具体
的には、フェーズ３、５及び７では、それぞれ、第２の照射光としての第１の赤外光（Ｉ
Ｒ１）、第２の赤外光（ＩＲ２）及び第３の赤外光（ＩＲ３）がそれぞれ紙幣のＡ面で反
射した光である、第２の入射光としての第１の赤外光（ＩＲ１）、第２の赤外光（ＩＲ２
）及び第３の赤外光（ＩＲ３）を緑色の受光素子１３１Ｇで検知する。同様に、フェーズ
３、５及び７では、それぞれ、紙幣の搬送方向の下流側に位置する反射用の光源１２１か
ら第１の赤外光（ＩＲ１Ｒ）、第２の赤外光（ＩＲ２）及び第３の赤外光（ＩＲ３）を紙
幣Ｂ面に照射して、紙幣Ｂ面から反射された第１の赤外光（ＩＲ１Ｒ）、第２の赤外光（
ＩＲ２）及び第３の赤外光（ＩＲ３）を受光部１２３が備える緑色の受光素子１３１Ｇで
検知する。
【００８９】
（実施形態３）
本実施形態では、本実施形態に特有の特徴について主に説明し、上記実施形態と重複する
内容についての詳細な説明は省略する。本実施形態の紙幣処理装置は、フェーズ１におい
て照射される光が異なること以外は、実施形態２と同様の構成を有する。
【００９０】
図１２及び１３に示すように、フェーズ１では、透過用の光源１２４から第２の照射光と
しての赤外光（ＴＩＲ）及び第３の照射光としての青色光（ＴＢ）を同時に紙幣Ｂ面に照
射して、第２の照射光が紙幣に照射されている間に第２の照射光に起因して発生した光で
ある第２の入射光（赤外光（ＴＩＲ））と、第３の照射光が紙幣に照射されている間に第
３の照射光に起因して発生した光である第３の入射光（青色光（ＴＢ））とを受光部１１
３で受光する。より具体的には、第２の照射光が紙幣を透過した光である第２の入射光（
ＴＩＲ）を緑色の受光素子１３１Ｇで検知し、第３の照射光が紙幣を透過した光である第
３の入射光（青色光（ＴＢ））を青色の受光素子１３１Ｂで検知する。
【００９１】
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上記実施形態２及び３では、受光部が受光する緑色光を第１の入射光とし、赤外光を第２
の入射光としたが、第１の入射光及び第２の入射光は、赤外光及び緑色光の組み合わせで
あればよく、赤外光を第１の入射光とし、緑色光を第２の入射光としてもよい。また、上
記実施形態２及び３では、受光部が受光する青色光を第３の入射光とし、赤色光を第４の
入射光としたが、第３の入射光及び第４の入射光は、赤色光及び青色光の組み合わせであ
ればよく、第３の入射光を赤色光とし、第４の入射光を青色光としてもよい。第３の入射
光を赤色光とし、第４の入射光を青色光とする場合、赤色の受光素子１３１Ｒが第２の受
光素子に相当し、青色の受光素子１３１Ｂが第３の受光素子に相当する。
【００９２】
（実施形態４）
本実施形態では、本実施形態に特有の特徴について主に説明し、上記実施形態と重複する
内容についての詳細な説明は省略する。本実施形態の紙幣処理装置は、受光部が図１４の
構成を有し、光源の点灯及び受光部の内容及びタイミングが図１５及び図１６に示すもの
であること以外は、実施形態１と同様の構成を有する。本実施形態では、受光部が受光す
る赤色光が第１の入射光に相当し、受光部が受光する赤外光が第２の入射光に相当する。
また、受光部が受光する青色光が第３の入射光に相当し、受光部が受光する緑色光が第４
の入射光に相当する。
【００９３】
本実施形態における各画素は、図１４に示すように、赤外光及び赤色光を受光する一方で
緑色光及び青色光を受光しない赤色の受光素子１３１Ｒを１つ、緑色光を受光する一方で
赤外光、赤色光及び青色光を受光しない緑色の受光素子１３１Ｇを２つ、並びに青色光を
受光する一方で赤外光、赤色光及び緑色光を受光しない青色の受光素子１３１Ｂを１つ備
えている。本実施形態では、赤色の受光素子１３１Ｒが第１の受光素子に相当し、青色の
受光素子１３１Ｂが第２の受光素子に相当し、緑色の受光素子１３１Ｇが第３の受光素子
に相当する。
【００９４】
図１４に示すように、赤色の受光素子１３１Ｒは、光検出器１３１０と、赤外光及び赤色
光を透過し、かつ緑色光及び青色光を吸収する赤色カラーフィルタ１３１１Ｒと、を備え
る。緑色の受光素子１３１Ｇは、光検出器１３１０と、赤外光及び緑色光を透過し、かつ
赤色光及び青色光を吸収する緑色カラーフィルタ１３１１Ｇと、赤外光をカットする赤外
線カットフィルタ１３１２と、を備える。青色の受光素子１３１Ｂは、光検出器１３１０
と、赤外光及び青色光を透過し、かつ赤色光及び緑色光を吸収する青色カラーフィルタ１
３１１Ｂと、赤外光をカットする赤外線カットフィルタ１３１２と、を備える。これらの
フィルタは、各々、対応する光が当該フィルタを透過するのを抑制するフィルタとして機
能する。
【００９５】
図１５及び図１６に示すように、光源制御部１１は、第１の照射光としての赤色光及び第
２の照射光としての赤外光（第１～第３の赤外光）の照射のタイミングが互いに異なるよ
うに、受光部１１３用の光源１１１、１２４を制御する。同様に、光源制御部１１は、赤
色光及び赤外光（第１～第３の赤外光）の照射のタイミングが互いに異なるように、受光
部１２３用の光源１２１を制御する。これにより、赤色の受光素子１３１Ｒにて赤色光及
び赤外光（第１～第３の赤外光）をそれぞれ異なるタイミングで受光することが可能であ
る。
【００９６】
また、光源制御部１１は、第３の照射光としての青色光の照射のタイミングが、第１の照
射光としての赤色光及び第２の照射光としての赤外光の少なくとも一方の照射のタイミン
グと一致するように、受光部１１３用の光源１１１、１２４を制御する。同様に、光源制
御部１１は、青色光の照射のタイミングが、赤色光及び赤外光の少なくとも一方の照射の
タイミングと一致するように、受光部１２３用の光源１２１を制御する。いずれの制御に
よっても、青色の受光素子１３１Ｂにて青色光を受光しつつ、それと同時に赤色光又は赤
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外光（第１～第３の赤外光）を受光素子１３１Ｒにて受光することが可能である。
【００９７】
また、光源制御部１１は、第４の照射光としての緑色光の照射のタイミングが、第１の照
射光としての赤色光及び第２の照射光としての赤外光の少なくとも一方の照射のタイミン
グと一致するように、受光部１１３用の光源１１１、１２４を制御する。同様に、光源制
御部１１は、緑色光の照射のタイミングが、赤色光及び赤外光の少なくとも一方の照射の
タイミングと一致するように、受光部１２３用の光源１２１を制御する。いずれの制御に
よっても、緑色の受光素子１３１Ｇにて緑色光を受光しつつ、それと同時に赤色光又は赤
外光（第１～第３の赤外光）を受光素子１３１Ｒにて受光することが可能である。
【００９８】
次に、光源制御部１１による各光源１１１、１２１、１２４の制御（点灯タイミング）と
、受光部１１３及び１２３による受光のタイミングとについてより詳しく説明する。なお
、本実施形態では実施形態１と異なるフェーズ１、３、５及び７について説明し、その他
のフェーズについては実施形態１と同様であるため説明を省略する。
【００９９】
図１５及び図１６に示すように、フェーズ１では、透過用の光源１２４から第２の照射光
としての赤外光（ＴＩＲ）及び第４の照射光としての緑色光（ＴＧ）を同時に紙幣Ｂ面に
照射して、第２の照射光が紙幣に照射されている間に第２の照射光に起因して発生した光
である第２の入射光（赤外光（ＴＩＲ））と、第４の照射光が紙幣に照射されている間に
第４の照射光に起因して発生した光である第４の入射光（緑色光（ＴＧ））とを受光部１
１３で受光する。より具体的には、第２の照射光が紙幣を透過した光である第２の入射光
（ＴＩＲ）を赤色の受光素子１３１Ｒで検知し、第４の照射光が紙幣を透過した光である
第４の入射光（緑色光（ＴＧ））を緑色の受光素子１３１Ｇで検知する。また、フェーズ
１では、紙幣の搬送方向の上流側に位置する反射用の光源１２１から第１の赤外光（ＩＲ
１Ｌ）を紙幣Ｂ面に照射して、紙幣Ｂ面から反射された第１の赤外光（ＩＲ１Ｌ）を受光
部１２３が備える赤色の受光素子１３１Ｒで検知する。
【０１００】
図１５及び図１６に示すように、フェーズ３、５及び７では、それぞれ、反射用の光源１
１１から第２の照射光としての第１の赤外光（ＩＲ１）、第２の赤外光（ＩＲ２）及び第
３の赤外光（ＩＲ３）を紙幣Ａ面に照射して、第２の照射光が紙幣に照射されている間に
第２の照射光に起因して発生した光である第２の入射光（第１の赤外光（ＩＲ１）、第２
の赤外光（ＩＲ２）及び第３の赤外光（ＩＲ３））を受光部１１３で受光する。より具体
的には、フェーズ３、５及び７では、それぞれ、第２の照射光としての第１の赤外光（Ｉ
Ｒ１）、第２の赤外光（ＩＲ２）及び第３の赤外光（ＩＲ３）がそれぞれ紙幣のＡ面で反
射した光である、第２の入射光としての第１の赤外光（ＩＲ１）、第２の赤外光（ＩＲ２
）及び第３の赤外光（ＩＲ３）を赤色の受光素子１３１Ｒで検知する。同様に、フェーズ
３、５及び７では、それぞれ、紙幣の搬送方向の下流側に位置する反射用の光源１２１か
ら第１の赤外光（ＩＲ１Ｒ）、第２の赤外光（ＩＲ２）及び第３の赤外光（ＩＲ３）を紙
幣Ｂ面に照射して、紙幣Ｂ面から反射された第１の赤外光（ＩＲ１Ｒ）、第２の赤外光（
ＩＲ２）及び第３の赤外光（ＩＲ３）を受光部１２３が備える赤色の受光素子１３１Ｒで
検知する。
【０１０１】
本実施形態では、受光部が受光する赤色光を第１の入射光とし、赤外光を第２の入射光と
したが、第１の入射光及び第２の入射光は、赤外光及び赤色光の組み合わせであればよく
、赤外光を第１の入射光とし、赤色光を第２の入射光としてもよい。また、本実施形態で
は、受光部が受光する青色光を第３の入射光とし、緑色光を第４の入射光としたが、第３
の入射光及び第４の入射光は、緑色光及び青色光の組み合わせであればよく、第３の入射
光を緑色光とし、第４の入射光を青色光としてもよい。第３の入射光を緑色光とし、第４
の入射光を青色光とする場合、緑色の受光素子１３１Ｇが第２の受光素子に相当し、青色
の受光素子１３１Ｂが第３の受光素子に相当する。
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【０１０２】
（変形例１）
上記実施形態１では、赤外光及び青色光の一方が上記第１の入射光であり、他方が上記第
２の入射光であり、緑色光及び赤色光の一方が上記第３の入射光であり、他方が上記第４
の入射光であり、上記実施形態２及び３では、赤外光及び緑色光の一方が上記第１の入射
光であり、他方が上記第２の入射光であり、青色光及び赤色光の一方が上記第３の入射光
であり、他方が上記第４の入射光であり、上記実施形態４では、赤外光及び赤色光の一方
が上記第１の入射光であり、他方が上記第２の入射光であり、青色光及び緑色光の一方が
上記第３の入射光であり、他方が上記第４の入射光であるが、上記第１～第４の入射光に
対応する光の種類はこれに限定されない。例えば、（１）青色光及び赤色光の一方が上記
第１の入射光であり、他方が上記第２の入射光であり、赤外光及び緑色光の一方が上記第
３の入射光であり、他方が上記第４の入射光であってもよい。また、（２）緑色光及び赤
色光の一方が上記第１の入射光であり、他方が上記第２の入射光であり、赤外光及び青色
光の一方が上記第３の入射光であり、他方が上記第４の入射光であってもよい。また、（
３）青色光及び緑色光の一方が上記第１の入射光であり、他方が上記第２の入射光であり
、赤外光及び赤色光の一方が上記第３の入射光であり、他方が上記第４の入射光であって
もよい。
【０１０３】
（変形例２）
上記実施形態１～４では、蛍光を、反射光及び透過光とは異なるタイミングで受光するが
、蛍光を、反射光及び／又は透過光と同じタイミングで受光することもできる。例えば、
実施形態１の紙幣処理装置を用いて、紫外光が照射された場合に青色の蛍光を発生し、緑
色及び赤色の蛍光を発生しない紙幣を処理する場合、第１の照射光としての紫外線と、第
３の照射光としての緑色光と、第４の照射光としての赤色光とを同時に照射し、第１の照
射光が紙幣に照射されて発生した蛍光である第１の入射光（蛍光の青色成分（ＵＶＢ））
を青色の受光素子１３１Ｂで検知し、第３の照射光が紙幣で反射した光である第３の入射
光（緑色光）を緑色の受光素子１３１Ｇで検知し、第４の照射光が紙幣で反射した光であ
る第４の入射光（赤色光）を赤色の受光素子１３１Ｒで検知することもできる。
【０１０４】
（変形例３）
上記実施形態では、青色光を発光するＬＥＤ素子と、緑色光を発光するＬＥＤ素子と、赤
色光を発光するＬＥＤ素子とを同時に発光させて白色光を紙幣ＢＮに照射する場合につい
て説明したが、例えば、青色光を発光するＬＥＤ素子と、その光で励起して赤色及び緑色
をそれぞれ発光する赤色蛍光体及び緑色蛍光体とを用いて白色光を生成し、紙幣ＢＮに照
射してもよいし、青色光を発光するＬＥＤ素子と、その光で励起して補色の黄色を発光す
る黄色蛍光体とを用いて白色光を生成し、紙幣ＢＮに照射してもよい。何れの場合であっ
ても、互いに異なる複数の波長帯域の照射光を同時に紙幣ＢＮに照射することが可能であ
る。なお、青色光を発光するＬＥＤ素子と黄色蛍光体とを用いる場合であっても、その白
色光には、通常、緑色光及び赤色光も含まれることから、上記第１～第４の照射光のうち
の２つの光として、上述のように、緑色光及び赤色光を利用することは可能である。
【０１０５】
（変形例４）
上記実施形態では、波長帯域が互いに異なる少なくとも４種類の入射光（第１～第４の入
射光）を受光する３種類の受光素子を有する受光部を用いるが、波長帯域が互いに異なる
３種類の入射光（第１～第３の入射光）のうち、第１の入射光及び第２の入射光を受光し
つつ第３の入射光を受光しない第１の受光素子と、第３の入射光を受光しつつ第１の入射
光及び第２の入射光を受光しない第２の受光素子とを有する受光部を用いてもよい。そし
て、光源制御部１１は、第１の照射光及び第２の照射光の照射のタイミングが互いに異な
るとともに、第３の照射光の照射のタイミングが、第１の照射光及び第２の照射光の少な
くとも一方の照射のタイミングと一致するように、光源を制御してもよい。この場合であ
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っても、第１の受光素子で２種類の入射光（第１の入射光及び第２の入射光）を検知し、
第２の受光素子で１種類の入射光（第３の入射光）を検知することが可能となり、波長帯
域が互いに異なる３種類の入射光を、当該光の種類よりも少ない２種類の受光素子で検知
することができる。
【０１０６】
また、４種以下の受光素子によって、波長帯域が互いに異なる５種以上の入射光を受光す
る受光部を用い、光源制御部１１によって同様に制御してもよい。
【０１０７】
（変形例５）
上記実施形態では、本発明に係る光学センサが、搬送路３１１の幅方向の全域において紙
幣の光学データ（光学特性）を取得する光学ラインセンサとして機能するが、本発明に係
る光学センサは、搬送路３１１の幅方向の一地点において紙幣の光学データ（光学特性）
を取得するポイントセンサであってもよい。
【０１０８】
以上、図面を参照しながら本発明の実施形態を説明したが、本発明は、上記実施形態に限
定されるものではない。また、各実施形態の構成は、本発明の要旨を逸脱しない範囲にお
いて適宜組み合わされてもよいし、変更されてもよい。
【産業上の利用可能性】
【０１０９】
以上のように、本発明は、搬送される紙葉類から、波長帯域が互いに異なる複数種類の光
を検知するのに有用な技術である。
【符号の説明】
【０１１０】
１：紙幣識別装置
２：光学センサ
１０：制御部
１１：光源制御部
１２：センサ制御部
１３：画像生成部
１４：画像認識部
１５：識別部
２０：検出部
２１：撮像部
２２：磁気検出部
２３：厚み検出部
３０：記憶部
１１０：上部ユニット
１１１、１２１、１２４：光源
１１２、１２２：集光レンズ
１１３、１２３：受光部
１２０：下部ユニット
１３１Ｂ、１３１Ｇ、１３１Ｒ：受光素子
１３１ＧＰ：画素
３００：紙幣処理装置
３０１：ホッパ
３０２：リジェクト部
３０３：操作部
３０５：表示部
３０６ａ～３０６ｄ：集積部
３１０：筐体
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３１１：搬送路
１３１０：光検出器
１３１１Ｂ、１３１１Ｇ、１３１１Ｒ：カラーフィルタ
１３１２：赤外線カットフィルタ
ＢＮ：紙幣
Ｄ１：主走査方向
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